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平成 31 年 4 月 12 日 通巻 95 号 

 

「水循環基本法」を“動かす”国民運動協議会主催 

水循環基本法を“動かす”シンポジウム開催のお知らせ 

  日本下水文化研究会では、「水循環基本法」を動か

す国民協議会に参加しています。同協議会への参加

は、3 月 20 日現在 30 団体です。同協議会が主催す

る「水循環基本法を“動かす”シンポジウム」（後援：

協議会参加 30 団体、企画：国民運動協議会実行委員

会）が下記日程で行われることになりましたのでお

知らせいたします。なお、企画内容・プログラムにつ

いては、今後変更されることもあるかと思いますが、

本会ホームページにて適宜お知らせしてまいります。 

記 
日時：2019 年 5 月 23 日（木） 10：00～17：00 

会場：憲政記念会館講堂 

（千代田区永田町 1-1-1、国会議事堂隣接） 

参加費：無料、ただし当日の講演内容、参加団体の

意見発表を納めた講演集（1,000 円）を購入

していただきます。 

シンポジウムのプログラムは以下の通りです。 

ふくりゅう 95 号 目次 

「水循環基本法を“動かす”シンポジウム」開催のお知らせ  1 

2019 年度日本下水文化研究会総会開催のお知らせ  2 

定例研究会報告「ゼロトイレと水問題」  酒井  彰 2 

バングラデシュ便り No.43  暦                    高橋  邦夫 3 

海外技術協力分科会から 4 

「上下水道の人物 50 傑」が出版されました 5 

運営委員会から／編集後記                 5 

＜午前の部＞10：00～12：00 

 主催者挨拶、来賓挨拶、参加国会議員の登壇と挨拶 

 経過報告：事務局長 稲場紀久雄 

 基調講演 高橋 裕先生／森山浩行衆議院議員 

 環境劇場：朗読劇「春の小川を取り戻せ！」（実行委員会企画・出演） 

＜午後の部＞13：00～17：00 

○ 各論講演 13：00～14：00 

河川：宮本博司／水環境：藤井絢子／地下水：三好則正／上下水道：酒井彰／ 

特論・リニア：樫田秀樹 

○ 水制度改革を求める全国の声 14：10～16：40 

 参加団体から各地の実情と水制度改革を訴える声を伝えていただきます。 

○ 決議文朗読及び代表国会議員に請願依頼 16：40～16：50 

 決議文及び国会請願文の朗読と決定 

 代表国会議員（紹介議員）に請願依頼 

○ 閉会挨拶 

sakai
タイプライターテキスト
目次の記事タイトルをクリックすると該当の記事へジャンプします／ページ番号をクリックすると目次に戻ります
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2019 年度日本下水文化研究会総会開催のお知らせ 

日本下水文化研究会では 2019 年度（第 23 回）総会

を 6 月 22 日（土）に開催いたします。会場は、一昨

年と同様、全水道会館です。 

2018 年度は、「文化研存続問題及び記念誌編集委員

会」の要請により、会員の皆様に、本会の存廃に関する

お考えをうかがいました。結果はふくりゅう 94 号に掲

載した通りですが、同委員会では存続を望む声が多く、

運営委員の高齢化は文化研の解散理由には当たらない

と判断し、適切な組織改革をすることで存続する方向

で、具体の答申内容が検討されています。2019 年度は

役員改選の年度となっておりますので、存続問題委員

会の答申を踏まえた組織ならびに役員が提案されるこ

とになります。 

総会は、例年のように分科会・委員会からの報告と議

案の審議を行う総会の 2 部構成で考えています。審議

いただく議案は以下の通りです。6 月初めまでには、議 

案書をお届けします。ふるって参加いただきますよ う

お願いいたします。 

記 

日時 2019 年 6 月 22 日（土） 13:30～15:00 

（13 時より受付）  

会場 全水道会館（文京区本郷１－４－１） 

第１部 2018 年度分科会･委員会活動報告 

第２部 総会  

第１号議案 2018 年度事業報告の承認ならびに会員

の現況報告に関する件 

第２号議案 2018 年度収入支出状況報告及び会計監

査の承認に関する件 

第３号議案 財産目録の承認に関する件 

第４号議案 役員の改選に関する件 

第5号議案 2019 年度事業計画及び予算に関する件      

                   

第 69 回定例研究会報告 

「Zero トイレと水 問題」 
本会代表 酒井 彰 

平成 31 年 3 月 23 日、新宿 NPO 協働推進センター

において、雨水市民の会から事務局長の高橋朝子さん

と人見達雄さんをお迎えして、平成最後の定例研究会

を開催しました。Zero トイレとは、多くの人が排泄す

る屎尿を混ぜずに、しかも便と尿を「自分で別々に回収

する」ことを基本とするトイレのことです。そして、ト

イレ設備も水洗用水も必要とせず、費用もほとんどか

かりません。このテーマを選んだのは、2005 年の雨水

利用国際会議に参加させてもらった縁で、自費出版さ

れた「～山と災害～Zero トイレの提唱」という本をい

ただき、バングラデシュで屎尿分離のトイレを普及し

てきた者として、相通ずるところがあるというのはも

ちろんですが、我々の排泄と流した後のことを今一度

ともに考えてみる意味があると思ったからです。 

本のタイトルの通り、Zero トイレは災害時と山へ行

った時に役立ちます。でも人見さんは、日常生活でもず

っと Zero トイレを使い続けておられます。当日は、高

橋さんの講演に入る前に、人見さんからゼロトイレと

はどういうものか、その基本的な作り方、座らずにスク

ワットの姿勢では排泄が難しい人もいるので、いろい

ろなアイデアが紹介されました。 

高橋さんたちは、ソーラーシステム研究グループ（そ

の後「雨水市民の会」へ）のメンバーとして、1982 年

に NHK ブックスからが出版された「都市の水循環」を

出版されましたが、当時の水問題を振り返りながら、現

在の問題点を見据え、また、巨大災害で感じたことから、

Zero トイレに至る経緯を語ってもらいました。そして

今、“キレイキレイ生活”が蔓延している我が国の現状

から、関連する問題を探っていくと、マイクロプラスチ

ックの汚染、水資源、栄養塩循環、防災時の衛生、さら

には世界の水資源と衛生などが見えてくると言われま

した。我々日本人は、これまでにも便利さ、快適さを求

めた結果、さまざまな問題に直面させられてきたこと

使いやすい Zero トイレのアイデアを披露する人見さん 
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から、学んでいないなと改めて思いました。 

講演後の質疑の際、先日バングラデシュで、水洗トイ

レで便を流すのにどれだけの水が必要かを実験（牛糞

を使って）した際、手桶で流すよりずっと大量の水が必

要なことを動画で紹介しました。高橋さんも指摘され

ましたが、世界中で都市への人口集中が進むことが予

想されている近い将来、水洗トイレ以外の選択肢をも

たなかったら、どうなってしまうのかと思わざるを得

ませんでした。 

講演で紹介されたヴァン・デァ・リンの著作「トイレ

ットからの発想」（1980）のなかの「いったいどうし

たら私たちが自分の屎尿に責任をもてるのか」という

言葉が印象に残りました。 

水問題に真剣に長く取り組んでこられた雨水市民の

会の方々との自由討論、そして懇親の場は参加者数は

少なかったものの、有意義な定例研究会でした。 

バングラデシュ便り No.４３ 

暦 
本会運営委員 高橋 邦夫 

古来より人間の生息する様々な場には暦が存在した

であろう。また暦の表記は民族固有の文化として編み

出され刷新されていく一方、移動、交流、侵攻、略奪、

征服など民族間のコンフリクトが繰り返される中で、

世界の文明を表象する統一されたものとして定着して

きた経過がある。特に、計測に基づく合理的な解釈は科

学の進展と表裏一体をなし、大きな推進力となってき

たことは事実である。いわば暦は、宇宙の枠組みとして

の星座、地球の太陽を周回する公転と、月の地球に対す

る公転にかかわるそれこそ様々な事象・生業にかかわ

る一つのロゴスといってよいだろう。このように暦の

刷新・改革・統一への歩みは、文化の合理的な統合とし

ての文明化というべきものであろうが、一方で文化の

脈流は、固有の豊かで深層的な感受性ともいうべきも

のを含んでいる事実がある。それは人間のみならず

様々な生物の生態と相互作用を持つ事実や、体内時計、

体内暦などに刻まれた感性など限りなくロマン的な側

面も持ちあわせている。 

歴史的に 4 大文明といわれるメソポタミア、エジプ

ト、インド、中国では紀元前数千年の古来から固有の暦

を持ちあわせていた。それらは農耕と祭祀に密接に関

わるものであったであろう。そして共通の拠り所は、星、

太陽、月であった。民族移動、侵攻、略奪、征服を繰り

返す中で、特に、アーリアの移住（BC20-15 世紀）、

ペルシャの勃興（BC6 世紀）、アレクサンダーの遠征

（BC4 世紀）、ローマの興隆（BC3 世紀）などが暦の

文明化に寄与したことは十分にうなづけることである。

古代ローマ（紀元前 8 世紀以前）では暦は年間 10 か月

しか無かったらしい。理由は冬場の 2 か月は農耕に適

さないため省いてしまったという乱暴で可笑しげなも

のもあった。その間、人々は冬眠していたのだろうか。 

ベンガル暦は太陽暦であり、365 日/年、閏年は 4 年

に 1 回、2 月 31 日となる。我々が通常用いている世界

標準とされるグレゴリオ暦（西暦；1582 年制定）と同

様と思われがちであるが、新年度初日から 5 か月目ま

では 31 日/月、残りの 7 か月は 30 日/月である。ベンガ

ル暦は西暦 1584 年、ムガール帝国皇帝アクバルによっ

て公布されたとされる。この時期、ムガール帝国は絶頂

期にあった。また季節は 6 季に分かれ、12 か月のベン

ガル表記(古来ヒンドゥー暦の星座に由来する)は後に

示すが、民族間の交流、文明化への足跡に無縁ではない

ことを示している。また 1 週はローマ暦に準じた 7 日

からなる。 

新年度初日の 4 月 14 日は、Poila Boishakh (Pahela 

Baishakh という表記もある)と呼ばれる国の祝日であ

り、全国で盛大な祭りがおこなわれる。残念ながら私は

体験していないが。この日はこの国では最も暑い時期

に該当する。伝統的な民族衣装をきらびやかに着飾っ

た老若男女は強烈な日差しさけて木陰に集い、夜明け

とともに湧き上がる、タゴールの国民的抒情歌謡"Esho 

he Boishakh"の斉唱をもって祭りが始まる。詩の意味

するところは、“これまでの様々な悩み、しがらみを一

切忘れ去り、改めて新たな希望に向き会おう”、といっ

たようである。大晦日の除夜の鐘の因縁と相似してい

るのは何処も同じであろう。 

この日、往時の領主（ザミンダール）が小作人に様々

な甘味を振る舞い、商人は顧客の過年度帳簿、いわば大

福帳を回収保管し、甘味をふるまうとともに新たな大

福帳を顧客に配布し契約を更新する、といった祭りの

伝統は、現在では数々の企業主、商店主、篤志家が伝統

的な食事、甘味、飲料、衣料細工物などを提供するとい

う形態に変容したようである。また、併せて、多くのイ

ベントが企画され、ダッカでは特に、ダッカ大学民族工

芸科の学生たちの民族衣装や踊りなど趣向を凝らした

パレードをメインに、多くの市民団体の歌、踊り、合奏

が繰り広げられ、全国津々浦々、レスリング、ボートレ
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ース、牡牛のレース、ハトのレースやしゃもの蹴りあい

など千を超えるイベントで終日の喧騒を演出するらし

い。勿論それらは、宗教、民族、党派、階級を問わない

多重な文化の織り成すイベントの一つと言ってよい。

バングラデシュ－インド国境間では、ベンガル語を共

有する両国市民同士が国境のフェンスを介して親睦す

る。それは 1947 年以降、現在に至るまで継続されてい

るのである。 

4 月 14 日は新年元旦である。この日を新年の起日と

する慣行は何に由来するのであろうか。ムガール皇帝

アクバルが太陽暦を導入した大きな理由の一つに、モ

スリム暦が米作農業経営と現実的に乖離しているとい

う事実があるであろう。ザミンダールの支配下で農業

従事者たる小作人は収穫期にのみ納税できるわけであ

る。現在、この国での農耕期は、第 1 農耕期（4～8 月：

主としてアウス作付け期）、第 2 農耕期（8～12 月：主

としてアマン作付け期）、第 3 農耕期（12～4 月：ボロ

作付け期）に区分され、第 1 期と第 2 期が天からの雨

水に依存した伝統的な農業の形態である。はたしてそ

れだけかなのか。 

日本では、明治 5 年 11 月 9 日（旧暦）、太陽暦勅書

が発布され、それは 12 月 3 日（旧暦）を明治 6 年 1 月

1 日（西洋グレゴリオ暦）とするものであった。これに

は、旧暦明治 5 年 12 月の給与はカット、さらに明治 6

年は旧暦では 13 か月の閏年であり、合計 2 か月分の合

目的な給与削減が意図されていたのである。 

Summer

（Barsa） 

4月14日～5月中旬 

5月中旬～6月中旬 

Baishakh (てんびん座) 

Jyaistha (さそり座) 

 

Pre-monsoon 

(Sarat) 

6月中旬～7月中旬 

7月中旬～8月中旬 

Asadh (射手座) 

Shravan (水瓶座) 

Monsoon 

(Hemanto) 

8月中旬～9月中旬 

9月中旬～10月中旬 

Bhadra (ペガサス) 

Ashvin (お羊座) 

Autumn 

 (Seet) 

10月中旬～11月中旬 

11月中旬～12月中旬 

Kartik (牡牛座) 

Agrahayan (牡牛座) 

Winter 

(Basanto) 

12月中旬～1月中旬 

1月中旬～2月中旬 

Paus(カニ座) 

Magh (しし座) 

Spring 

(Grisma) 

2月中旬～3月中旬 

3月中旬～4月中旬 

Falgun (しし座) 

Chaitra (おとめ座) 

海外技術協力分科会から  地球環境基金からプロジェクト採択の内定 

本会海外技術協力分科会が、バングラデシュ・クル

ナ市の都市スラムの衛生改善に着手したのは 2012
年度からでした。3 年間のプロジェクトで得た教訓は、

設備としての共同トイレを整備しても人々の衛生行

動が変化しない限り、下痢症リスクは軽減しないと

いうことでした。この後もスラム住民への啓発活動

や京都大学大学院生をインターンとして迎え、リス

ク評価のための調査に協力するなどの活動を行いな

がら JICA 草の根技術協力事業等への申請を続けて

きました。しかし、残念ながら採択されないまま、今

日に至っていました。この間、バングラデシュでは、

日本人が犠牲になるテロが発生するなど治安が悪化

し、昨年の申請に対しては、採択の水準にはあるが、

スラムというフィールドの安全には懸念が残るとい

うことで、採択には至らず、今回は最後の機会との思

いで申請した結果、標記の通り採択が内定しました。 
なお、前号でお知らせした、TOTO 水環境基金へ

の申請は採択されませんでした。 
活動のタイトルは、「バングラデシュ都市スラムに

おける衛生行動の変容促進と衛生環境の形成」とい

うことで、衛生行動の変容を促すために、啓発活動と

ともに、手洗い場などの設備を整えるという介入を

すること、また、コミュニティ組織を形成し、自主的

に共同トイレ、手洗い設備、屎尿の処理装置であるセ

プティックタンクを管理し、衛生行動を持続される

ようになることを目的としています。 
このプロジェクトの実施にあたっては、これも前

号でお知らせしたように、JADE Bangladesh のメン

バーとして活動を経て、UNDP（国連開発計画）に転

職した Qazi Azad-uz-zaman 氏や関連する機関とも

協力しながら進めていきたいと考えており、すでに

了解を得ています。協働の機会ができたことで、プロ

ジェクト成果を現地社会に広く伝搬できるようにな

るのではと期待がふくらみます。 （文責：酒井彰） 
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『現代上下水道の 50 傑』が出版されました 

すでに、ホームページではお知らせしております

が、水道産業新聞に連載されてきた「現代上下水道の

50 傑」が、昨年末、水道産業新聞社から図書として

刊行されました。この企画は、本会評議員稲場紀久雄

大阪経済大学名誉教授の発案により、同氏と元厚生

省水道環境部長坂本弘道氏が編集にあたり、本会関

係者も多数執筆に携わりました。 

掲載されている 54 名は以下の通りです。皆さんが

お世話になった方もきっと含まれていると思います

ので、ぜひ手に取っていただきたいと思います。 

岩井 四郎、熊谷 太三郎、杉戸 清、寺嶋 重雄、久保 

赳、長谷川 清十郎、小林 重一、荻田 保、新居 善太

郎、根本 龍太郎、矢野 信吉、田村 元、武島 繁雄、

毛利 素好、長谷川 清、間片 博之、野中 八郎、海淵 

養之助、合田 健、鈴木 平三郎、大井上 宏、岡崎 平

夫、左合 正雄、岩井 重久、南部 ●（牛へんに羊）一、

清水 清三、廣瀬 孝六郎、田邊 弘、楠本 正康、石橋 

多聞、西片 武治、高島 作雄、内藤 幸穂、國川 建二、

田邊 一政、小島 貞男、山下 眞一、西尾 武喜、宮岡 

正、國富 忠寛、井深 功、井前 勝人、遠山 啓、亀田 

素、岡本 成之、板倉 誠、西堀 清六、関盛 吉雄、堤 

武、小林 康彦、舩木 喜久郎、榊原 定吉、桶田 義之、

前澤 慶治（掲載順、敬称略） 

 
 

運営委員会から 

 昨年度、本会の存廃に関する会員各位の意見をうかがうためにアンケート調査を行いました。これを受けて、文化研存

続問題及び記念誌編集委員会」からの答申の基本としては、「高齢化は活動を続けない理由にならない」というもので

あると聞いています。海外技術協力分科会のプロジェクト申請も採択が内定しており、こちらは、高齢者だけが携わる

わけではありませんが、活動を継続してまいる所存です。 

 運営委員会では、アンケートでいただいたご意見を受け、インターネットを通じて、これまでの成果を外部からアクセ

スできるようにしていきたいと思います。海外技術協力分科会ではその試行をしておりますし、外部からのアクセスの

多い屎尿・下水分科会でも問い合わせ等をメールで受け付けるようになっていますが、これをもっと分かりやすくする

とともに、開示する内容も充実していけたらと思います。 

 NPO 法人 20 周年記念誌については、今年秋には発行できるように準備をしております。会員各位からお寄せいただ

いた「下水文化への思い」も掲載いたします。こちらの方は、いったん締め切りましたが、引続きご希望があれば受け

付けます。 

編 集 後 記 

バングラデシュの都市スラムを対象にしたプロジェ

クト申請がようやく採択内定となりました。プロジェク

トを申請してきて思うのは、まだ、日本では、施設の供

与が中心で、現地の関係者がプロジェクトに携わり、経

験から学び、主体的な活動の担い手として成長していく

ことを目指すような活動を支援していくということが

少なくないなということでした多くの社会開発プロ

ジェクトにおいて、プロジェクトのターゲットとなる

人々の意識や行動の変化がみられなければ、その人々が

裨益を受けることになりません。数年前から行っている

都市スラムでの活動ではそのことを教訓として実感し

てきましたし、行動変容を促すような活動には、現地の

人材が欠かせませんプロジェクトが採択されない間、

研究を兼ねて啓発活動や意識調査にとどまっていまし

た。プロジェクトが実施できるのは私にとって最後の機

会になるかもしれませんが、次に引き継ぐ、広く伝える

ことを念頭に取組んでいきたいと考えています。 

（酒井 彰）            
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